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   リ  グ  ニ  ン  12.70 51.32 34,91  1.07 易易粘,稽 膨脹,鍍 状

   ア ル  ブ  ミ ン  17.38 71.79  6.18  4.65 弱 粘,稻 膨脹,鍍 状

   ゼ ラ チ ン12.0982.684.610.62鼓 状,稽 膨 脹

   カ  ゼ  イ  ン  12.;2 80,16  4.05  3.07 鍍 状,膨 脹 せ す

   カ ル バ ゾ ー ル 0.2596.68 2.20 0.87 ス ス状

   ア ン ス ラ セ ン 1.029「.81 2.77 0.40 〃

   タ ン ニ ン 酸  12.OO 77.43 10.4,8  0.09 弱 粘,稻 膨脹

   ポ リ エ チ レ ン 0.449i56 -  一 一

   ポ リヴ ィ ニル ァ ル コ・一ル  10.28  88.68  0.04  1.00  _

   ポ リヴ イ ニル アセ タ ー ト  2.72 96.10  L18  -   一

   ポ リ ス チ ロ ー ル 0.06 9f).31 0.16 0.47 -

   ～ア 。ルノ!,ノ 汎 轡 3.8747.・ ・4,・.・・5・.・ ・ 部鋤 ・S・… 蝋 色

   フェノールレジン(酸瓢傑)  2.82  60.37  36.16  0.65  粘結,膨 脹せす・,黒色

   天 然 ゴ ムO.4498.660.040.50-

   E" ツ チ0.6り95.153.171.08鍍 状,熔 融,膨 脹せす

   ア ス フ ア ル ト  0.35 92.46  6.41  0.78  t/  〃  膨Jjii

 之 を要約 する と 「セル ローズ」系統 の ものは,そ の ま までは粘結性 を示 さない.械 物 か ら分

泌 ぜられたガ ム質 には塔占結 す るものが ある.11arz類 は その ままで も石炭化を受 けて も粘結性

を示 さない.蛋 白質 には粘結 性を示す もの もあ る.高 分子物質 で も粘結 す る もの としない もの

が ある.

 以 上 の結論 として

 1)粘 結 成分 はHfa rzが 直 接逆 化 した ものであ るとは考 え られぬ こ と.

 2)高 分 子物 質,窒 素化合物が必す しも粘結物質 とは限 らない。叉分子 の構造が相當大 きい

因子 となつてい ること.

 3) 粘結 成分 は 「セル ローズ」 の分解 生成物か ら川來 た ものであろ うとゆ うこと.

   熔 融 ア ル ミニ ウムー珪 素 合 金 の流動 性 に就 て

          森 田 志 郎 ・宮 岡  正 ・安 原 四 郎

                1緒     言

 先に著者の1人 は,各 種のアル ミニウムニ元合金の流動性に關する研究(1)を行い,ア ル ミニ

ウムに各種の元 素が軍偶に添加 され,夫 々フF衡朕態圖の液翔線温度 よT)-L5し。で輪込んだ 場 合

の流動性の攣化が從来一般 に考えられていた様に,凝 固湿度範幽の大小に軍糸芭に劃慮すち もの

でな く,例 えばアル ミニウム .珪素含金に於ては,i i15%の 過共品合金の流動性が共晶合金

                    (143)



            イヒ  石チF  ヨ毒  iV;(  集  第  一卜  七   ・eiし

の それ よb良 い こ とを認 めた.こ の現象 よ熔融 金場 及合ぐ駈)凝 占i過程 に於 ご歪Lす る過 冷に起 因

す る ものであつ て,ア ル ミ=ウ ム  珪 素rゼ ∠に於 「Cは,丈'i融 膏;1が 鋳 塁,!!内で固 まる時 に過 冷

され,從 つて液 相線 よ り5し兜Lの1歴度 で鋳込 まれたイ冷 が初 胴ヲ「出 までに液艦 として在 る 時 聞

が長 くな り,鋳 型 内をよ り良 く充浦するこ とが川來 る もの と考 え られ るのであつて,こ の こ と

を試片 の顯 微鏡 組織 の19F究 に よつて明に した 此 度1よ更にil1%,13%及15%を 含 む熔融 アル

ミニウム  迷 素 合金 の流動性 を種 々な熔解 條伴の下て'試盆 した.即 ち最 高 加熱温度 に於 て一

定時聞保1寺す ること及 最高加熱温度 を襲 ＼ることが流動 陸に如b;Jlこ影 響 す るかを調べ た.

            皿 實 験 の 装 置,方 法 及 材 料

 寳 験の装 置及方法()は す でに獲表 した通 りであるが,特 に加撚條 律を一・畷三にす るた め略同 じ

                   辿 度 で疑高加 黙 淵度 美で温慶 を土昇 げしめ,

    三 ≡ 総 擁 磁 鋤5・(,s・ の温蜘 働 問/凱 ・・後,直に騨

    コ==麓 紛 全 よ7蜘 鋤 歪藩込激 酌1G嚇 に湿/)2が下つ醐 二

  雪    1糠 聯 諏lllし澗 帳 漬しアこ黙電討
         。          を架 荘に取付け,砂 型湯溜内の川定の位置に
         ぼロへ

        /v .   三繊 、腋 持紺 こした後,烙 融合金郵 少型内に

 疵                    注入し,勘定温度に達した時にストッパーを

im 4`"o     撫 … 縦 激 ・・すべて液轍 澱 ・ り

柱           ' 5げ上じ嘘 渡 をとっ7こ.實駁材料 としては,

・糎・
知 ㌧.ゴ  雛 轟 惣螺 舗 儲

   /ノ              Si約5%の 中問'合金を作つて使用した.ま た
    あ リへ

   /厭 ＼ 、     全實聴 新∫鹸 て行 えなかつたので2乃至5回        、   '            
、

         。         繰返し使用したが,此 の程度の繰返熔解の流               ロ

  20。.。ua 6。8。 、渉ρ 茄 」脆 に及ぼす影響1蝋 ど認められなかつた・

    最高加熱 三鞍f祷 時閏`分)    皿 結  果
      第 1 圖

                    t乙亡瞼 の結 某は第1圃 蔓)如 く,圃 中費線 は最

高加熱温度S50。,骸 線1よ750。の 」易・含σ){直をジ之々示 しナこ.

 (の 最 高加熟温度llミ持 瑚[Uの 影 響S:11%13%及15%の 各介 翁の流 動担三は最高加熱温度8500

に20～60分 問 保つ時 は,保 たない時 よbも 良 くな り,そ れ以.ヒ長時 間保 てば却 つて悪 くな る.

即 ち流動性  保 持 時ll騨 敵 に於C,'最 高値 が」こはれr:.

 (b)最 高 加熱湿度の11多響 (の に於て(i'〉 まで行つ て來 た一蓮 の實験結 寿亀とJ'L較 す る意味 で

最高 加熱温度 を85U。と しアこが更 に之 を75し。とした時 も,略 同 様の 山線 を示 し,而 も一一一一様 に8500

の時 よbも 悪 かつた.
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           片桐 ・辰已:繊 維質のアルコール化に關する研究

                皿 考     察

 ガス吸牧 の鮎よ り考へると,高 温に加熱する程 また保持時聞が」ξい程,流 動性は悪 くなる

と推察されるにも拘 らす,以 上の結果を得たことば,か かる實験條俘の下で〔よ,結 品の原子配

列の崩解が容易 となり,即 ち結品核が滑失し易 くなり,從 つて液艦が鋳型内を流れて凝 固する

時 に,結 晶の品出が困難にな り換言すれば過冷 し易 くな り,そ のために概述の如 くよ く流れる

のではなかろうか と老へる.

 この事は流動 性試片の顯微鏡組織 の研究によつても明にされた.例 えば.SiI5%の 試片で保持

時間長 くて流れの良い ものの組織 は,比 較、1勺細い多量の初晶アル ミニウムが見 られ る.然 るに

保持時聞短 く,流 れの悪いものの細織 ま,初 品アルミニウムの大きさも幾分粗いが多量に初品

珪素が晶出しているのを認めた.要 之アルミニウムー一一珪素合金の流動性に望手して過冷現象が

重要な影響因子であることが。これらの事實か らも認められた・

       繊 維 質 の ア ル コー ノレ化 に 關 す ろ研 究

          (第 盆報) ッンドラ酸糖化液の酵母培養

             片桐 英郎 ・辰巳 忠弐

                            嵐

 著者 はツ ン ドラの利用 に關 す る研究第2報(化 研講 演集13)に 於 τ報 告 した るツン ドラ酸糖 化

液 に於 て共含有 さるる糖 の畿何 が酵 母に依て同化 され酵 母菌艦 を造 る ものな るや研究 した結 果

を報告 す る.

 費 験:培 養 装置 としてはアス ピレFタ ーに依 り吸引通氣 し,室 鐵は綿濾 過器,硫 酸.硫 酸

銅 溶液 を通過 せ しめ微 生物 を除 去 し,培 養容器 ば・Wkソ ー ダ瓶(直 裡5.7Cm高17cm)を 用 い,通

氣 管の 形朕 は如露 形 に して頭 部に5個 の細孔 をあけ,之 等の装置全 部 を28℃ の 恒温室内に置い

た.榮 養分 として(NH.d)2S.O.10.6, MgSC夏0.14, KII2PO402, K2HPO三 〇.032, NaCIO.1,CaCNot})2

0.08(9)及 オ リザ ニンェキス0.25(cc)!IOOeeを 用 い,酵 母菌種 はTarula Iltilisを 主 として用 い

た.酵 母牧量 は48時 冊 培養 後20ccを 採 り遠心分 離機 にカ・け,上 澄液 は幾糖量 の測定 に用い,沈

澱酵 母は20ccの 水 にて2回 洗1條 し100℃,3時 闇 乾燥 して酵 母量 を測 定 した.培 養液 は酸糖化液

に榮養 分を添加 した る もの22ceを 採 り,種 酵母は本培養の%o容 の 同一細成 培養 液 に酵1ぴの1白

金 耳 を接種 し20時m培 養 せ る ものを川いた(一卜澄液 を去 り殺菌 水にて洗1條 し100ceの 殺 菌7」く中に

浮游 せ しめ,之 を10cc宛 接 種 す).通 氣 量 は培養液 量に劃 し毎分3倍 量程 度 とす る.

 上 記 の培養條 件 にて48時 間 通 氣培養 を行 い,残 糖 及酵 母牧量 を測 定 した る結 果は次 の如 くで

ある.
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